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三島町は、福島県の西部を流れる只
見川沿いの小さな町です。優良な「会
津桐」の産地として知られるほか、
小正月の行事「サイノカミ」や、野
山の材料で作る「編み組細工」など
の伝統が受け継がれ、「日本で最も
美しい村」連合に加盟しています。

西方地区の「虫送り」に三島小・中学校の西方地区の「虫送り」に三島小・中学校の

児童・生徒が参加して、３年ぶりに実施さ児童・生徒が参加して、３年ぶりに実施さ

れました。地域は子ども達の掛け声ににぎれました。地域は子ども達の掛け声ににぎ

わいを見せ、今年の豊作を願いました。わいを見せ、今年の豊作を願いました。

※詳しくは町民記者通信に記載（P8）※詳しくは町民記者通信に記載（P8）

虫送り虫送り
県無形民俗文化財県無形民俗文化財

デンバラ虫のオイクラヨイヨイデンバラ虫のオイクラヨイヨイ

何虫もオイクラヨイヨイ何虫もオイクラヨイヨイ

万の虫もオイクラヨイヨイ万の虫もオイクラヨイヨイ

【6/10 西方地区】【6/10 西方地区】



　
第
37
回
ふ
る
さ
と
会
津
工
人
ま

つ
り
は
、
６
月
11
日
・
12
日
の
二

日
間
、
生
活
工
芸
館
前
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
初
日
は
天
気
に
恵
ま

れ
ま
し
た
が
、
二
日
目
は
あ
い
に

く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
。
悪
天
候

で
も
多
く
の
方
々
が
訪
れ
、
こ
こ

に
し
か
な
い
作
品
に
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
根
強
い
人
気
を
持
つ
編
み
組

細
工
の
店
舗
の
前
に
は
、
多
く
の

方
が
集
ま
っ
て
工
人
の
方
の
話
を

聞
き
作
品
を
選
ん
で
い
ま
し
た
。

　

工
人
の
方
か
ら
の
出
展
に
つ
い

て
、
申
込
み
時
点
で
は
２
７
１
を

超
す
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら

審
査
を
経
て
、
当
日
出
展
数
は
町

内
の
出
展
の
方
と
あ
わ
せ
１
５
４

と
な
り
ま
し
た
。
北
は
青
森
県
か

ら
南
は
福
岡
県
と
幅
広
く
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
工
人
た
ち
の
こ
だ

わ
り
の
品
々
が
、
広
場
を
に
ぎ
わ

せ
て
い
ま
し
た
。
工
人
ま
つ
り
の

た
め
に
町
内
各
所
に
設
け
た
臨
時

駐
車
場
は
、
午
前
中
に
満
車
に
な

り
、
あ
ら
た
め
て
多
く
の
方
が
、

こ
の
工
人
ま
つ
り
に
注
目
し
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

第37回ふるさと会津工人まつり第37回ふるさと会津工人まつり

４年ぶりに開催！！４年ぶりに開催！！

　

町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
４
年
ぶ
り
に
開
催

大人気だった編み組細工

三島町移住者の店舗も大人気

子どもに大人気だったバードコールホイッスル

三島町の手書き PR パンフレットと笑顔をお届け

　三島小学校の児童たちがふるさと会津工人ま
つりで使用する工人の方の店舗看板を作成しまし
た。店舗の名前に合わせてイメージを膨らませ、
小学生ならではの柔軟な発想と個性的な表現力
で、世界に一つしかない素晴らしい看板に仕上が
りました。
　工人の方々のこだわりの作品と手書きの小学生
の看板は工人まつりのイメージにピッタリ！！

工人さん喜んでくれるかな？

　三島町の良さをより多くの方に知ってもらうため、
三島中学校の生徒たちが町の情報を詰め込んだ手書
きのパンフレットを来場された方々に手渡しで配布し
ました。
　初めは恥ずかしさからなかなか声をかけられません
でしたが、エンジンがかかってからはあっという間に
配り終えていました。受け取った方からは笑顔があふ
れていました。

「てわっさの里まつり」　　　　　
　　にぎわいを見せた宮下地区

「山と木の市場」　　　　　
　　　多くの方が来場

　工人まつりに合わせて、山と木の市場実行委員会主
催「山と木の市場」が開催されました。樹木の販売や
桐製品をはじめとした木工品等の展示販売が行われ、
魅力ある催しで来場客を集めました。

　工人まつりと同時に、4 年ぶりにてわっさの里まつり

が宮下地区内で開催されました。手芸品や古道具など

幅広い品々に思わず目をひかれ足を止めてじっくり見て

いる方が多く見られました。

飲食店も大賑わい

パンフレットを配る様子看板を作成した三島小の児童
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▲ 安全祈願祭の様子

令和６年度の営業開始に向け

　６月 14 日に道の駅尾瀬街道三島宿の駐車場隣の SS 建設予定地
において、関係者が出席し安全祈願祭が執り行われました。これま
で様々な方向から議論と検討を重ね、令和４年１月 31 日には「三
島町 SS 過疎地対策計画」を策定、令和４年度に設計、令和５年度
に施設の整備、令和６年度に開業を予定しています。三島町民にとっ
ての「おらが SS」として、利用しやすい SS を目指し、取り組んで
いきます。今後、工事関係車両が道の駅駐車場内を使用するに当た
り、道の駅をご利用される皆様には、ご迷惑をお掛けすることもあ
るかもしれませんが、ご理解とご協力をお願いいたします。

SS（ガソリンスタンド）整備建設工事　安全祈願祭

まちまちの話題の話題

町の特産品「会津桐」を学ぶ

　５月 18 日に大石田地区の桐植栽地において、三島中学校１年生
４名が町特産品の会津桐について学ぶ授業が行われました。桐専門
員の矢澤倉一さん（高清水）を講師に、座学のほかに芽かき体験も
行われ、生徒たちは興味をもって取り組んでいました。
　また、６月６日には、三島小学校３・４年生 14 名が名入地区の
桐植栽地及び会津桐タンス工場において同様の授業が行われまし
た。昨年植栽した桐の芽かきと下刈体験、桐の原木や板の状況、会
津桐タンス工場の職人さんによる桐製品の製作を見学しました。
※これらの事業は、県森林環境税を活用して実施しています。

森林環境学習の推進

▲ 停車時間に只見線マルシェを楽しんでい
　 る様子

会津宮下駅前が多くのお客様で賑わう

　６月３日に特別列車「只見線トワイライトトレイン」が運行され
たことに合わせ、会津宮下駅前において只見線マルシェが開催され
ました。只見線マルシェでは、会津地鶏の焼き鳥や三島町ならでは
の特産品と工芸品などが販売され、乗車されていた約 140 名のお
客様は 30 分間の停車時間にお買い物を楽しみました。帰りの停車
時間には三島町の特産品や只見線グッズなどが当たる抽選会も実施
され、訪れた皆さんは楽しいひと時を過ごしました。７月 16 日～
17 日にも開催予定ですので、ご近所お誘いあわせの上、ぜひご来
場ください。

只見線マルシェ

▲ 三島中学校

▲ 三島小学校

　

６
月
４
日
天
気
は
快
晴
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予
約
さ
れ
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約
80
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の
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
共
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、
志
津
倉
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き
を
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し
ま
し
た
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雨
の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
日

は
登
山
に
は
も
っ
て
こ
い
の
気
象
条
件
で
、
参
加
者

の
皆
様
は
、
志
津
倉
山
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。
前
日
の
雨
で
足
元
が
悪
い
中
で
の
開
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と
な
り

ま
し
た
が
、
特
に
大
き
な
事
故
な
ど
は
な
く
安
全
に

下
山
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
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下
山
後
に
は
地
元
間
方
の
方
々
が
作
っ
た
山
菜

た
っ
ぷ
り
の
山
賊
鍋
が
振
舞
わ
れ
、
疲
れ
た
身
体
を

い
や
す
幸
せ
の
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
桐
の

里
倶
楽
部
の
割
引
券
も
配
ら
れ
た
た
め
、
温
泉
で
汗

を
流
す
参
加
者
の
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

志
津
倉
山
の
大
自
然
を
満
喫

山頂からの眺め

雨乞い岩 残雪 ブナの原始林 下り道の急斜面

第 53 回志津倉山開き開催第 53 回志津倉山開き開催

2023.72023.7広報みしま広報みしま 45 広報みしま広報みしま 2023.72023.7



まちまちの話題の話題町民記者通信町民記者通信

　みんなで楽しく田植え　（５月 25 日） 小島  純さん（宮下）

　三島小学校３～６年生の 22 名の児童の皆さんが、宮下ふれ
あい公園「びおたん」にある田んぼで田植えを行いました。
　宮下地区と三島小学校、公民館が協力し合い「びおたん交
流事業」として毎年行われており、今年もびおたんクラブ役員
と町づくり応援隊、宮下地区委員の皆さんの協力を得て、田植
えを行いました。栗城隆彦さんの田植えの説明・指導を受け、
作業を開始すると、田のぬかるみに足を取られながらも一生懸
命に田植えを行いました。児童たちの頑張りによりお昼前には
作業が終了し、閉会式には「ぬかるんで大変だったけど、踏ん
張って、頑張って田植えができた」「農家の人たちの大変さが
よくわかった」など各学年から感想が発表されました。

　滝谷防火訓練（６月６日） 目黒  民一さん（滝谷）

　消防団滝谷班と滝谷婦人会で、防火訓練を実施しました。はじ

めに団員の方より消火栓の開け方やホースのつなぎ方と持ち方な

どを教えてもらい、その後、実際に放水を行いました。会員の皆

さんは、放水時の水圧の強さや重さなどを実感し驚いていました。

いざという時の訓練ではありますが、火災など発生しないように、

日頃から火の取り扱いには充分に気を付けたいと誓いを新たにし

ていました。

　大登ロータリーとアーチ三兄弟視点場の草刈り　（５月 27 日） 小島  純さん（宮下）

　４年ぶりに開催される「てわっさの里まつり」
に合わせて宮下地区では、大登ロータリーとアー
チ三兄弟視点場の草刈りを行いました。訪れる
方々に気持ちよく町に入ってもらうため、大登
ロータリーの草刈りに汗を流し、その後アーチ
三兄弟視点場に移動し、気持ち良く撮影、視察
してもらうため皆さん一生懸命に作業しました。

　種蒔桜遊歩道整備作業に汗を流す　（６月３日） 小島  純さん（宮下）

　晴天に恵まれた中で、宮下地区では、地区委員と
まちづくり応援隊の皆さんの協力を得て、国道 252
号の山側にある「種蒔桜遊歩道」の草刈りと桜周辺
の除草、木竹の伐採、階段の清掃などの作業を行
いました。４年ぶりに「てわっさの里まつり」が開
催されることになり、遊歩道を利用される人も増え
ると思われ、気持ちよく散策してもらえるよう、暑
い中、皆さん一生懸命に作業に汗を流していました。

団体の育成と文化の振興に貢献　三島町文化協会より

　６月 23 日に町民センターで開催された三島町文
化協会総会において、令和４年度事業報告並びに決
算、令和５年度事業計画並びに予算、および役員改
選による新役員が承認されました。
　また、副会長として団体の活動を支援された五十
嵐純子さんと、琴桐会の代表として長年にわたり団
体の育成と文化の振興に貢献された五十嵐作子さん
に中兵一郎会長から表彰状が手渡されました。 ▲ 五十嵐純子さん（大登）

五十嵐純子さん（大登）と五十嵐作子さん（大石田）に表彰状

▲ 五十嵐作子さん（大石田）

美坂高原の地域資源を活用

　６月 24 日に美坂高原において「星空ヨガ 2023 ミサカノヨゾラ」
が開催され、約 200 名の方が来場されました。今回も、町内外の
美味しい食べ物や加工品、工芸品などが出店され、広い草原では、
キャンプをされる方もおりにぎわいを見せました。さらに、南会津
町の（株）一十八日さんによるオリジナルアロママッサージオイル
を作るワークショップや星空ヒーリングナビゲーター saki さんに
よるヨガ体験、天体鑑賞愛好家の清水健司さんによる天体鑑賞会な
ど自然豊かな美坂高原でいやしの時間を過ごしました。
　９月 16 日㊏には、天文学者の渡部潤一先生をお招きし、講演会
を実施予定です。ぜひ、ご来場ください。

星空ヨガ 2023 ミサカノヨゾラ

▲ アロマワークショップ

▲ 星空ヨガ

三島町産かすみ草出荷始まる

▲ かすみ草農家の皆さん

かすみ草目揃え会
   6 月から J A 会津よつばかすみ草部会を通じて、全国の市場へ三島
町産かすみ草の出荷が始まりました。６月 20 日には、所属する町
内の生産者が川井地区の出荷場に集まり、品質、選別時の注意点な
どを確認しました。出荷時はきれいに咲いていても出荷中にカビや
処理水不足で見た目が悪くなってしまったり萎

しお

れてしまうことがあ
るので J A 職員の方が選別基準を詳しく説明していました。厳しい
選別をクリアした物だけが、町産の美しいかすみ草としてお客様の
もとへ届きます。
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　志津倉登山道と
　かしゃ猫トレッキングロードの整備（５月 25 日）

菅家  壽一さん（間方）

　委託先である佐久間建設工業（株）、志津倉山の会、かしゃ猫ク
ラブから十数名が参加し、志津倉山登山道整備とかしゃ猫トレッ
キングロードの整備が行われました。今年は倒木が多く、チェー
ンソー３台が大活躍でした。町内外の有志により立ち上げたかしゃ
猫クラブ員６名は、分岐点からかしゃ猫トレッキングロードに入り、
案内板の再設置、階段の落ち葉除去、草刈り、急な箇所の階段づ
くりを行いました。今後、間方の宝である大辺峠や美女峠を活用し、
施設の整備や研修、秋のトレッキングや冬のかんじきトレッキング
を行います。
　志津倉山は、1,234 ｍと低い山ですが、スリルと達成感が感じら
れる人気の山です。また、かしゃ猫トレッキングロードは、登山道
と下山道を繋ぎ、ユッタリと楽しめるコースですが、急な箇所もあ
り登山に近いコースです。皆さん是非おいでください。

町民記者通信町民記者通信

　虫の供養と五穀豊穣願う「虫送り」（６月 10 日） 本名  与四郎さん（西方）

　西方地区伝統である「虫送り」が３年振りに行われました。午前９時より地区役員や西方地区の予想をはる
かに超える多くのボランティアの方々の協力のもと、長さ 20 ｍ近くの笹竹を切って運ぶグループと山車の周り

　アメシロの駆除作業（６月 18 日） 阿部  和彦さん（桧原）

　桧原地区役員と組長５名で「アメシロ駆除作業」を行いま
した。アメシロは梅・桜・柿などの樹木に発生し葉を食い荒
らす害虫で早めの駆除が必要です。今年も町の機械をお借り
し、薬剤の散布を実施しました。毎年、アメシロが発生しや
すい梅雨時期に地区内の道路沿いを中心に散布し、大発生を
防ぎます。作業活動は天気に恵まれ、１時間 30 分程で終了
しました。緑の美しい町づくりにご協力ありがとうございま
した。

に使う桑の木などの雑木を切って持ち寄るグループに分かれ、活
動を開始しました。午後２時には三島中の生徒達が郷倉に集合し、
男子生徒は、小松順太郎さんや青木倉一さん、飯塚秀市さん、小
堀修一さんなどベテランボランティアの方に指導を受けながら山
車を雑木で覆ったり、代々受け継いで使われている「虫送り」と
いう看板を取り付ける作業などを行いました。女子生徒は、笹竹２
本に丸提灯を小さく切った虫送り用の提灯を取り付ける作業を行
い、山車を引くための荒縄三本を寄り合わせ、長さ 20 ｍほどの引
き縄を作り上げました。１時間 30 分ほどの時間を費やし、幼児な
どに持たせる「提灯」や道案内を行うための ｢ 松

たいまつ

明 ｣、山車の飾
り付けなどを、完成させました。空が夕暮れに染まるにはまだ早い
午後５時から西方の郷倉をスタートし、観客が多く集まる西方のメ
インストリートを練り歩きました。三島町の子ども達だけでなく町
外の子ども達も参加し、大いににぎわいました。三島中学校のふ
るさと学習「伝統文化の継承」の活動時間を活用し、生徒の皆さ
んの協力により作られた提灯を手に持ち、大きなかけ声が西方の
里
さと

なか天空いっぱいに響き渡りました。
「伝統を  後世につなげ  虫送り」「三島町  なくてはならぬ  地域力」

【訂正箇所】
　広報みしま６月号（８Ｐ）　町民記者通信
　●春一番の人足作業（４月 29 日）
　　（誤）菅家  壽一さん（間方）　➡　（正）佐々木  邦雄さん（桧原）

訂正のお知らせとお詫び

　広報みしま６月号の記載内容に
誤りがございました。お詫び申し
上げますとともに、次の通り訂正
いします。

　滝谷健康講座（６月 13 日） 目黒  民一さん（滝谷）

　滝谷集会所において「出張！三島町健康講座」が
開催され、竹田綜合病院の理学療法士の星さんを講
師に迎え、介護予防のお話や転倒予防のためのボー
ルを使った筋肉づくりを行いました。簡単な動きでは
ありましたが、皆さん息が弾み、気持ちの良い汗を
かいていました。また、ゲームとして「ボッチャ」や

「サムスペル」に挑戦し、特にサムスペルでは、何人
かで紐を持ちながら積木をするゲームで崩れる度に
歓声があがり楽しい時間を過ごすことができました。

  《
桧
原
地
区
》

　
町
民
記
者
の
ご
紹
介

　

桧
原
地
区
の
町
民
記
者
と
し
て
、
平
成

25
年
５
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
５
月
30
日

ま
で
、
長
年
活
動
し
続
け
た
佐
々
木
邦

雄
さ
ん
が
引
退
さ
れ
、
新
た
に
令
和
５
年

６
月
１
日
付
け
で
、
阿
部
和
彦
さ
ん
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
佐
々
木
邦
雄
さ
ん
は
こ

れ
ま
で
桧
原
地
区
で
の
出
来
事
な
ど
約

１
０
０
件
以
上
の
記
事
を
寄
稿
さ
れ
、
桧

原
地
区
の
歴
史
を
記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

過
去
の
記
事
は
、
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

佐々木  邦  雄　さん 阿  部　和  彦　さん

新ありがとうございました よろしくお願いします
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工
芸
館
だ
よ
り
㉖  

～
も
の
づ
く
り
の
伝
承
～

材
料
採
取
の
季
節

　６月中旬から７月初旬にかけては様々な編み組材料の採取時期が

集中しています。この時期に採取できるのは山ブドウやヒロロ細工

で使うモワダ、アカソなどがあります。今回はアカソ採取について

ご紹介します。アカソはイラクサ科の植物で茎の外側の繊維がとて

も丈夫です。昭和村の特産品であるからむし（青
あ お そ

苧）と仲間の植物

でもあります。よく車道の脇にも生えているので採取がしやすい身

近な材料だと感じています。

問三島町生活工芸館☎（48）5502

-　アカソ採取　-

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
誌

２
０
２
３
年
も
折
り
返
し

西  

田　

星  

弥 

 

健康で元気な毎日！
vol.81

町民課保健福祉係　☎４８－５５６５

知っておきたい！

熱中症のメカニズム！！

外の気温が自分の
体温よりも低い➡

こんな症状が出てきてしまったら…

体はたまった
熱を外に出す

体温を一定に保つ

外の気温が自分の
体温よりも高い

体にどんどん
熱がたまっていく

熱中症
室内でも熱中症は
起こります！！

足がつる 立ちくらみ

異常な量の汗 めまい

➡

➡
➡

熱中症を予防するため、暑さ対策をしっかりと行い、こまめな水分補給を心がけましょう（^^）!

➡
応急処置のポイント

風通しの
よい木かげ

水分補給をする足を
高くする

冷やしたタオルなどで体を冷やす

重症の場合は
救急車を

少
し
で
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

つ
日
が
来
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
の
写
真
は
、
先
日
、
別
の
仕
事

で
鹿
児
島
県
の
種
子
島
へ
行
っ
て
き
た

も
の
で
す
。
離
島
で
す
が
人
口
は
３
万

人
弱
で
観
光
で
訪
れ
る
人
も
か
な
り
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
地
の
事
業
者
は

な
ん
と
か
し
た
い
と
い
う
意
思
が
か
な

り
強
く
積
極
性
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

条
件
的
な
面
で
厳
し
い
環
境
で
も
意
思

の
あ
る
現
地
住
民
が
多
い
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
良
い
波
が
三
島
町
に

も
起
こ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　採取の方法は、根元から刈り取った後、①葉をすべて落とします。②茎を折りながら芯を取り出

します。③残した表皮を小分けの束にして、竿などでつるして、日陰で乾燥させます。今回採取し

たのは、葉を落とした状態で約 51㎏。これが必要な部分だけを取り出して乾燥させていくとわず

か 1.2㎏程度（約 2.5%）になってしまいます。ほかの材料と比べても極端に残る量が少ないですが、

すぐ近くに生えている身近な材料なので、ぜひ一度、「これがアカソか」とご覧いただけたら幸いです。

アカソアカソ

①葉を落とす①葉を落とす ②茎を折り芯を取り出す②茎を折り芯を取り出す ③干す③干す

町民センターゆめぽけっと
図書のご案内図書のご案内

問 公民館  ☎（48）5599

●図書の紹介●図書の紹介

防災辞典

著：タイチョー

ワタナベマキの
10 の定番弁当

著：ワタナベマキ

●今月のおすすめ●今月のおすすめ
みえるとかみえないとか

著：ヨシタケシンスケ

　視覚を失うことによって生み出さ
れる体の特徴や、見えてくる世界の
あり方と、意味を実感したい｜空間・
感覚・運動・言葉・ユーモアという
五つの視点から、目の見えない人の
世界の「見え方」を読み解きます。

●利用時間　　　　　　　　　　●お休み
　㊊～㊎　午前９時～午後９時　　年末年始
　㊏㊐㊗　午前９時～午後５時

植物の一日一題

著：牧野富太郎

　

７
月
に
も
入
り
本
格
的
な
夏
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
夏
も
か
な
り

の
酷
暑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
体
調
に

は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
付
け
く
だ
さ

い
。

　

さ
て
本
題
に
入
り
ま
す
が
、
私
が
協

力
隊
と
し
て
参
画
し
て
い
る
１
番
の
目

的
で
あ
る
、
三
島
町
産
品
の
販
路
拡
大

に
関
し
て
近
況
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

前
回
の
活
動
誌
の
タ
イ
ミ
ン
グ
以

降
、
ま
た
別
の
問
題
も
浮
上
し
て
上
々

と
は
い
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

最
低
限
は
関
係
者
と
の
統
率
が
取
れ
て

動
き
や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
販

売
方
面
と
は
同
時
進
行
で
名
産
品
や
新

商
品
の
開
発
も
同
時
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
あ
た
り
も

視
野
を
広
げ
た
上
で
積
極
的
な
攻
勢
を

仕
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
も
半
分
を
経
過
し
て
、

ま
た
２
０
２
４
年
も
近
づ
い
て
い
ま

す
。
残
り
の
任
期
は
２
年
間
で
す
の
で
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町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り

第90回

『
郷
土
誌
』
に
記
さ
れ
た

昭
和
初
期
の
休
業
日
と
労
働
時
間

ご
家
庭
に
古
い
文
書
や
写
真
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

☎（
52
）２
１
６
５

　

大
正
末
か
ら
昭
和
の
初
め
頃
に

書
か
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
宮
下
と

西
方
小
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
『
郷
土

誌
』
は
ひ
な
形
が
あ
っ
た
の
か
同

じ
目
次
立
て
で
、
様
々
な
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に

は
宮
下
村
と
西
方
村
在
住
の
人
々

（
そ
の
想
定
は
農
を
主
の
業
と
す

る
者
か
）
の
休
業
日
や
労
働
時
間

に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

両
方
に
あ
る
大
祭
日
、
祝
日
と

い
う
の
は
当
時
で
い
え
ば
、
元
始

祭
（
一
月
三
日
）、新
年
宴
会
（
一

月
五
日
）、
紀
元
節
（
二
月
十
一

日
）、
春
季
皇こ
う
れ
い霊
祭
（
三
月
二
十

日
）、神
武
天
皇
祭
（
四
月
三
日
）、

秋
季
皇
霊
祭
（
九
月
二
十
三

日
）、
神か
ん
な
め嘗
祭
（
十
月
十
七
日
）、

天
長
節
（
明
治
節
、
十
一
月
三

日
）、
新に
い
な
め嘗
祭
（
十
一
月
二
十
三

日
）、
そ
し
て
今
で
い
う
天
皇
誕

生
日
あ
た
り
を
指
す
と
考
え
ら
れ

ま
す
。『
郷
土
誌
』
か
ら
は
こ
う

い
っ
た
祝
祭
日
に
休
む
者
は
少
な

い
が
、
休
む
べ
き
で
は
な
い
か
と

　

休
業
日
ハ
旧
来
ノ
御
盆
節
句
等
ノ
休
業
日
ノ
外ほ
か

、
部
落
ニ
ヨ
リ
テ
毎
月
陰
暦
ノ
朔さ
く

・

十
五
日
ヲ
以も

っ

テ
休
業
日
ト
定
マ
レ
ル
モ
ノ
モ
ア
レ
ド
モ
、
部
落
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
毎
月
ノ
定

日
休
業
ナ
キ
モ
ア
リ
テ
一
定
セ
ザ
リ
シ
ガ
、
今
ハ
国
民
ト
シ
テ
大
祭
日
祝
日
ヲ
以
テ
休

日
ト
定
ム
ル
ノ
可
ナ
ル
ヲ
主
張
ス
ル
ニ
至
リ
、
着
々
之こ
れ

ガ
実
行
ヲ
見
ン
ト
シ
ツ
ツ
ア
リ

　

労
働
時
間
ハ
昼
間
夜
間
ノ
長
短
ニ
ヨ
リ
テ
一
定
セ
ズ
、
普
通
ハ
日ひ
の
で出
ニ
出
デ
ヽ
日
没

ニ
家
ニ
帰
ル
ガ
常
ナ
リ
。
夜
業
ハ
二
百
十
日
頃
ヨ
リ
翌
春
八
十
八
夜
頃
マ
テ
夜
ノ
十
時

（
午
後
十
時
）
頃
マ
テ
行
フ
ヲ
普
通
ト
ス
。
仕
事
ハ
一
定
セ
ザ
レ
ト
モ
、
主
ト
シ
テ
男

子
ハ
藁
細
工
、
女
子
ハ
縫
針
機
仕
事
等
ナ
リ
。
又
休
業
日
ト
雖い
え

ト
モ
朝
仕
事
ト
テ
日
出

ヨ
リ
午
前
九
時
乃な
い
し至
十
時
頃
迄
行
フ
ヲ
常
ト
ス
。

宮
下
小
学
校
『
郷
土
誌
』
よ
り

　

古
来
、
当
地
方
ニ
ハ
休
日
ノ
制
度
ナ
シ
。
唯た
だ

、
習
慣
ニ
テ
陰
暦
正
月
一
日
ヨ
リ
七
日

迠ま
で

、
同
十
五
、十
六
日
、
二
月
初は
つ
う
ま午
、
三
月
弥や
よ
い生
、
節
句
（
三
日
）、
四
月
八
日
（
釈し
ゃ
か迦

ノ
誕
生
日
）、五
月
端た
ん
ご午
節
句（
五
日
）、五
月
早さ
な
ぶ
り

苗
振（
田
植
後
ノ
休
日
ハ
年
々
ニ
定
ム
）、

七
月
盂う
ら
ぼ
ん

蘭
盆
（
十
四
、十
五
、十
六
、十
七
日
）、
九
月
中
ノ
節
句
（
十
九
日
）、
刈か
り
あ上
ケ

（
廿
に
じ
ゅ
う

九
日
）
等
ニ
休
業
ス
。
近
来
大
祭
祝
日
ニ
休
業
ス
ル
モ
ノ
モ
少
々
見
受
ク
ル
ニ
至

レ
リ
。

　

労
働
時
間
ハ
昼
間
ノ
長
短
ニ
ヨ
リ
テ
一
定
セ
ズ
。
普
通
日ひ
の
で出
ニ
出
デ
テ
日
没
ニ
帰
ル

ガ
常
ナ
リ
。
四
月
中
旬
ヨ
リ
八
月
中
旬
ノ
間
ハ
、
昼
休
ト
称
ヒ
テ
昼
飯
後
午
後
三
時
頃

迠
、昼
寝
ヲ
ナ
ス
習
慣
ア
リ
。
夜
業
ハ
十
月
下
旬
ヨ
リ
翌
年
三
月
下
旬
迠
ヲ
普
通
ト
ス
。

西
方
小
学
校
『
郷
土
誌
』
よ
り

す
る
考
え
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
時

期
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
そ
し
て
、
国
の
定
め
た
祝
祭

日
で
は
な
く
、
実
際
に
村
々
で
執と

り
行
っ
て
い
た
年
中
行
事
に
合
わ

せ
た
休
業
日
を
設も
う

け
て
い
た
こ
と

が
、
ま
た
地
区
に
よ
っ
て
は
独
自

の
休
業
日
を
設
定
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

労
働
時
間
は
日ひ
の
で出
と
日
没
が
主

な
基
準
で
あ
る
こ
と
、
四
月
中
旬

よ
り
八
月
中
旬
の
期
間
で
は
昼
寝

の
習
慣
が
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が

え
ま
す
。
ま
た
二
百
十
日
頃
～
翌

春
八
十
八
夜
頃
ま
た
は
十
月
下
旬

か
ら
翌
年
三
月
下
旬
頃
ま
で
は

「
夜
業
」
と
称
し
、
夜
の
九
時
～

十
時
頃
ま
で
男
は
藁わ
ら

細
工
、
女
は

縫
針
機
の
仕
事
を
行
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
三
島
町
史
編
さ
ん
室
）

※
引
用
文
は
旧
字
体
を
新
字
体
に

あ
ら
た
め
た
ほ
か
、
句
読
点
を
つ

け
、
ま
た
難
読
字
に
は
ル
ビ
を

振
っ
て
い
ま
す
。

【　地域おこし協力隊　山
やまもとたかはる

本敬晴　】

　福島県では、2021 年２月に「福島県 2050 年カーボンニュートラル」を宣言しており、翌年５月に
はロードマップが決定、そして、先月の１日には「ふくしまカーボンニュートラル実現会議」が設立
されました。現在、カーボンニュートラル実現に向けて、県民、事業者、民間団体、学界、行政機関がパー
トナーシップを構築し、オール福島での取り組みを推し進めています。そこで、今回は、実現会議設
立の同日に申込が開始された「ふくしまゼロカーボン事業（事業所版）」についご紹介したいと思います。

地域循環コラム　第 13 回
～ ふくしまゼロカーボン宣言事業の募集開始について ～

　ちなみに、事業所版の他に各小中学校、高等学校等が参加できる「学校版」もあり、昨年度の当事業（学
校版）では、「三島中学校」の取り組みが見事に入賞されています。皆さんも中学生に負けず積極的にチャ
レンジしていきましょう。

◆ ふくしまゼロカーボン宣言事業（事務所版）について◆ ふくしまゼロカーボン宣言事業（事務所版）について
　当事業は、県内すべての事業所で取り組んでいただきたい内容を電子申請によ
り宣言（セルフチェック）していただくことで、取組の「見える化」を行い、県
民総ぐるみの地球温暖化対策の推進と環境配慮意識の醸成を図る事業となります。
対象事業所の業種・規模は不問ですので奮ってのご参加をお願いします！
※ QR コードが読み込めない方は「ふくしま　ゼロカーボンへの挑戦」で検索してください。

出典：福島県地球温暖化対策ポータル

　＜申込期限＞　　　　　　　　　　　　　＜申込方法＞
　令和５５年６６月１１日～令和６６年３３月３１３１日　　  電子申請（詳細は QR コードを参照。）　
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ふれっく環境研だより

東北工業大学にインタビュー！（前半）

第 60 回

　三島町のみなさま、こんにちは。今回から二回に
渡り、三島町にて国立環境研究所と共同研究を行っ
ている、東北工業大学ライフデザイン学部生活デザ
イン学科の取組みについてご紹介いたします。前半
となる今回は、仙台にある東北工業大学長町キャン
パスにおじゃまして、大場教授と地域環境研究室で
卒業研究に取り組んでいる山田さんに三島町との関
わりや現地調査について伺ってきました。

■東北工業大学　大
お お ば

場　真
まこと

　教授

森林のレーザー計測を行っています。この計測から
は森林について「点群」と呼ばれる森林の形を抽出
するデータが得られますので、それらを定量的に分
析することによって未間伐の森林の材積がどのくらい
あるのか、というようなことを研究しています。

会津若松地方広域市町村圏整備組合よりお知らせ

●消防職員
１　採用職種及び採用予定人員

２　受験資格
　高等学校卒業程度の学力を有する方で、平成８
年４月２日から平成 18 年４月１日までに生まれ
た者で、身体の基準は、身体強健な者とする。

３　試験申込書の請求

　消防本部、消防署、分署、出張所、市町村役場
で交付します。なお、消防本部（http://www.119-
aizu.jp）のホームページから受験案内及び試験申
込書をダウンロードすることができます。

４　郵送を希望する場合
　封筒の表に「採用試験用紙請求」と朱書きし、
120 円分の切手を貼った宛先明記の返信用封筒

（A ４判大）を必ず同封して、会津若松地方広域
市町村圏整備組合消防本部総務課（〒 965-0131
会津若松市北会津町中荒井字諏訪前 11）へ送付
してください。

５　受付期間

　令和５年７月 12 日㊌から令和５年８月 10 日
㊍まで（執務時間中に限ります。執務時間８時
30 分から 17 時 15 分まで）ただし、㊏㊐㊗は除
きます。郵便による申込書提出の場合は、令和５
年８月８日㊋の消印のあるものまで受付けます。

６　第 1 次試験

と　き　令和 5 年９月 17 日㊐
ところ　教養試験　会津大学
　　　　体力試験　会津大学体育館

７　問い合わせ先

会津若松地方広域市町村圏整備組合消防本部
総務課総務グループ
☎ 0242（59）1400（総務課総務グループ直通）

試験職種 消防職員
採用予定人員 ４名程度

職務内容

消防署等において、警防、予
防、救急等の業務に従事しま
す。男女とも原則として深夜
業を含む交代制勤務です。

（6 ヶ月間の消防学校研修後、
各所属に配属されます。）

●事務局職員（行政職）
１　採用職種及び採用予定人数

２　受験資格
　高校卒業程度の学力を有する方で、平成８年４
月２日から平成 18 年４月１日までに生まれた者

３　試験申込書の請求
　会津若松地方広域市町村圏整備組合事務局・
消防本部・消防署・分署・出張所・市町村役場
で交付します。整備組合のホームページ（http://
www.aizu-kouiki.jp）から受験案内・試験申込書
をダウンロードすることができます。

４　郵送を希望する場合

　封筒の表に「採用試験用紙請求」と朱書きし、
120 円分の切手を貼った宛先明記の返信用封筒

（A ４判大）を同封し、会津若松地方広域市町村
圏整備組合事務局総務課総務係（〒 965-0037
会津若松市中央三丁目 10-12）へ郵送で請求して
ください。

５　受付期間
　令和５年７月 12 日㊌から令和５年８月 10 日
㊍まで（執務時間中に限ります。執務時間８時
30 分から 17 時 15 分まで）ただし、㊏㊐㊗は除
きます。郵便による申込書提出の場合は、令和５
年８月８日㊋の消印のあるものまで受付けます。

６　第 1 次試験
と　き　令和 5 年９月 17 日㊐
ところ　会津大学
内　容　教養試験
※新型コロナウイルス感染症の影響により採用試験
　の日程、会場等を変更する場合があります。その
　場合は、整備組合のホームページで周知するとと
　もに、申込時の連絡先等に連絡いたします。

７　問い合わせ先

会津若松地方広域市町村圏整備組合事務局
総務課総務
☎ 0242（24）6311

試験職種 行政職
採用予定人員 １名程度

職務内容
総務課・環境センター・用水供
給課でそれぞれの業務に従事

　
　Inform

ation

東北工業大学はどんな学校でしょうか？また研究室
ではどのような研究をされていますか？
　東北工業大学は工学部を主にして、建築学部、ラ
イフデザイン学部という 3 学部の体制となっていま
す。ライフデザイン学部は生活やデザインに関する
教育研究活動を行っておりまして、私の研究室では
地域の環境を研究、デザインすることを目的として
います。

東北工業大学はどんな学校でしょうか？また研究室
ではどのような研究をされていますか？
　私たちの学部はモノづくり・デザインを主としてお
り、編み組細工などの伝統工芸品に強い関心を持っ
ています。私の研究室ではそれに加えて、工芸品の素
材が採れる「森林」の活用に着目した研究活動を行っ
ています。具体的には三島町での未間伐の森林をど
のように管理していくか、あるいはなるべく労力をか
けずに材積を測定する技術などを研究しています。

三島町では実際にどういった調査をしているのでしょ
うか？
富岡町に本社がある株式会社ふたばさんとの共同研
究で、浅岐地区や大石田地区で大型ドローンを使った

■東北工業大学大場研究室　山
や ま だ

田　修
しゅうご

吾さん

普段はどんな勉強・研究等の取組みをされていますか？
　これまではプログラムを勉強してきたのですが、
大場研究室に入ってから卒業研究として機械学習に
ついて勉強をはじめました。今は三島町で撮影した
点群を機械学習にかけ、幹と枝葉が分離できるか日々
試しています。

山田さんの卒業研究や現地調査と町の取組はどのよ
うに関係してくるのでしょうか？
　自分の研究はスマート林業の基礎と思っています
が、研究を進めるためには機械学習をパソコンの中で
動かすだけではなく、現地調査で得られたデータと突
き合わせ、精度を高める必要があります。三島町でス
マート林業を今後進める際に使っていただけるような
卒業研究にしたいですね。

三島町に訪れた際の町の印象はありますか？
　昨年末に浅岐地区の森林調査で伺ったのですが、
一番はやはり自然の豊かさに感銘を受けました。昼食
を雪国茶屋さんでいただいたのですが、お餅ラーメン
があることに衝撃を受け、さらにとてもおいしかった
ので強く印象に残っています。

　前半では教授と学生さんのお二人にインタビュー
をして参りました。後半では東北工業大学のみなさ
んが、実際に三島町で調査をしている様子について
ご紹介したいと思いますので後半もお楽しみに！

▲機械学習により浅岐
地区のスギ林の画像を
幹（濃い部分）と枝葉

（白色）に分離した例

令和６年４月採用予定の以下の職員を募集します。
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消 防 署 か ら の お 知 ら せ

会 津 坂 下 警 察 署 か ら の お 知 ら せ

社  会  福  祉  協  議  会  よ  り 

 問社会福祉協議会　☎（52）3344

宮 下 病 院 か ら の お 知 ら せ

　
　Inform

ation

クマ注意報発令！

問会津坂下警察署警務係　☎ 0242（83）3451

問会津坂下消防署　三島出張所  
☎     （52）3032 ／ FAX（52）3033

熱中症に注意！！

「サポート詐欺」が増えています
○サポート詐欺とは
　　インターネットを閲覧中に、突然、偽のセキュ
　リティ警告画面を表示させるなどして利用者の不
　安を煽り、画面に表示された電話番号に電話をか
　けさせ、パソコンを遠隔操作するソフトウェアを
　インストールさせたり、有償のサポート契約をさ
　せる手口のことです。

○対処法
　・警告画面の電話番号に電話をかけない
　・ブラウザを閉じる
　・案内されたソフトウェアをダウンロードしない
　・購入も契約もしない

７月１日～７月 31 日は熱中症予防強化月間です。

・受け答えや会話がおかしい
・体が熱い、けいれんする
・普段通り歩けない

　会津坂下警察署管内でのクマの目撃が多発し
ています。クマが目撃された場所は、山間部や
その付近だけではなく、会津坂下町の住宅街に
も出没しています。

クマによる被害を防止するために、
・クマの足跡や糞を発見したらその付近から離れる
・クマが活発に行動する朝夕の外出を控える
・クマの通り道である河川敷や藪の草刈りを行う
・敷地内への侵入を防ぐために車庫や倉庫の戸締
　りを行う
等の対策を推進しましょう。

　三島町ケーブルテレビ　三島
通信で健康教室を放送中です。
　７月のテーマは「熱中症」です。
ぜひご覧ください。

問福島県立宮下病院　☎（52）2321

愛 ば ん し ょ 外 来 か ら の お 知 ら せ

町の人口と世帯（６月１日現在）

町　か　ら　お　知　ら　せ

7 月分納税のご案内

【納期限　7 月 31 日㊊】

▼  固定資産税（第２期）

▼  国民健康保険税（第２期）

▼  介護保険料（普通徴収）（第２期）

忘れずに納付してください。

 問町民課  町民係  ☎（48）5555

　
　Inform

ation

※住民基本台帳による数値です。増減数は前月との比
　較、出生・死亡・転入・転出は前月 1 カ月間に届出
　のあった人数です。

人口 1,389

増
減
数

-6 出生 0

男 706 -2 死亡 4

女 683 -4 転入 1

世帯 688 -5 転出 3

大石田友遊サロン
７月 10 日㊊
社会見学
大登サロン
７月 10 日㊊
午後１時 30 分から
大登生活改善センター
ひまわりサロン
間方いきいきクラブ
７月 14 日㊎
社会見学
滝谷和楽塾
サロンないり
７月 18 日㊋
社会見学

高 清 水・ 小 山 い き い
きサロン

７月 19 日㊌
午前 10 時から
高清水集会所

ほがらかサロン

７月 25 日㊋
午前 10 時から
森の校舎カタクリ

桧原はつらつクラブ

８月１日㊋
午前 10 時から
桧原集会所

町社会福祉協議会へのご寄附
（ご遺志によるもの）

長谷川　和　男　様（川　井）
栗　城　佐武郎　様（宮　下）

お悔み申し上げます

長谷川　須美夫　様（64 才・川　井）

令和５年度
着任医師からの挨拶

　令和５年４月から着任しました佐竹賢仰と申します。
宮下病院には三十数年前に外科医として 2 年間勤務い
たしました。当時、新婚の新米医者を地域で温かく迎
え入れていただき、楽しく充実した日々を過ごすことが
できました。改めて感謝申し上げます。
　専門は外科ですが、診療科にはこだわらず、できる
ことはなんでもやりたいと思っています。積み上げてき
た経験を活かして少しでも地域のお役に立てればと考
えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

外  科　佐
さ

  竹
たけ

  賢
まさ

  仰
たか

　

問福島県立宮下病院　☎（52）2321

ご寄附ありがとうございました（５月分）

ふるさと納税

河　野　　　廣　様（神 奈 川 県）

佐々木　あや子　様（会津美里町）

鈴　木　美　幸　様（会津若松市）

大　塚　広　子　様（埼　玉　県）

他 13 件　　　　
計 289,000 円　　　　

急いで救急車を要請してください。

➡

熱中症は予防が大事！◆  健康マージャン教室  ◆

７月 21 日㊎ ／ ７月 28 日㊎ ／ ８月４日㊎
町民センター　午後１時 30 分から

◆  健康マージャンサロン  ◆

７月 13 日㊍  ／  ７月 27 日㊍
福祉センター　午後１時 30 分から

個 人 事 業 税 の 納 税 を お 忘 れ な く！
　個人事業税は、県内に事務所・事業所を設けて、
物品販売業や不動産貸付業など、一定の事業を営ん
でいる方に納めていただく県の税金です。
　会津地方振興局県税部から送付される納税通知書
により、８月 31 日まで（第１期分）と 11 月 30 日
まで（第２期分）の２回に分けて納めていただくこ
とになっています。ただし、年税額が１万円以下の
場合には、８月分（第１期分）に一括して納めてく
ださい。

問福島県会津地方振興局県税部
　　課税第一課　事業税チーム　☎ 0242（29）5251
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い
と
言
わ
れ
て
い
る
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
や
気
候
変
動
に
よ
る
風
水

災
害
、
そ
し
て
原
発
の
問
題
、
世

界
で
起
こ
っ
て
い
る
戦
争
と
二
極

化
問
題
な
ど
に
多
く
の
人
間
が
怯

え
て
い
る
と
推
察
し
ま
す
。
ぼ
ん

や
り
と
し
た
不
安
が
世
界
を
覆
い

尽
く
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
と
農
山
村
の
共
生
の
在
り

方
を
真
剣
に
考
え
る
時
が
来
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
自
然
や
環

境
と
成
長
や
金
融
経
済
、
人
口
と

い
う
言
葉
の
対
立
で
な
く
、
共
生

と
い
う
全
体
を
包
括
す
る
時
代
の

理
念
を
考
え
る
こ
と
が
、
今
生
き

て
い
る
我
々
の
次
の
時
代
に
生
き

る
若
者
に
対
す
る
責
任
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
視
点
か
ら
三
島
町
の
町

づ
く
り
の
歴
史
を
再
考
し
、
三
島

に
生
き
る
で
あ
ろ
う
未
来
の
子
ど

も
達
に
夢
と
三
島
プ
ラ
イ
ド
を
継

承
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

三
島
町
長　

矢
澤　

源
成

　

５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
、
感
染
症
法
の
２

類
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
と
同
じ
５
類
に
移
行
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
様
な
中
で
、
５
月
13
日

に
は
、
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を

実
施
し
な
が
ら
桐
の
里
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
開
催
し
、
町
内
外
か
ら
約

４
０
０
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
10
日
11

日
に
は
、
長
野
県
の
松
本
ク
ラ
フ

ト
に
も
引
け
を
取
ら
ず
、
全
国
的

に
も
有
名
に
な
っ
た
「
ふ
る
さ
と

会
津
工
人
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

「
作
り
手
か
ら
使
う
手
へ
」
の
コ
ン

セ
プ
ト
で
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」

の
対
話
を
重
視
し
た
ク
ラ
フ
ト
展
と

し
て
、
全
国
か
ら
多
く
の
工
人
と

お
客
様
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
宮
下
地
区
で
同
時
開
催
さ

れ
た
「
て
わ
っ
さ
の
里
ま
つ
り
」

な
ど
も
あ
り
、
約
１
万
１
千
人
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
こ
れ
か
ら
起
こ
る
か
も
し
れ
な

町
長
日
記

第
37
回
会
津
工
人
ま
つ
り
開
催
の
意
義

- notice -

№ 01

【お問合せ先】
ふくしま三大鶏振興協議会事務局
三島町役場産業建設課産業建設係

TEL　0241（48）5566

主催  ふくしま三大鶏振興協議会
　　  （三島町・川俣町・伊達市）
協力
　ふくしま三大ブランド鶏推進協議会、( 有
　) 会津地鶏みしまや、（株）川俣町農業振
　興公社、伊達物産（株）、( 株 ) 第一印刷、
　美坂高原利活用イベント実行委員会

会場までの地図
磐越道会津坂下 IC から
国道 252 号で約 40 分

美坂高原
★

宮下温泉ふるさと荘  ●

● 宮下温泉
　 桐の里倶楽部

● 県立
　 宮下病院

道の駅
尾瀬街道みしま宿
●

● 町民運動場

只見線

会津宮下駅

只見川

400

252
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